
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

本市の産業構造は、特定の産業に依拠せず幅広い業種及び商業を
中心した構成である。女性の就労状況・就業率は、有職率は高く、20
～30代では正規雇用の割合が高く、40～50代では非正規雇用の割

合が高い。また管理職比率は、全国平均と同程度の数値を示してい
る。現在、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、女性が抱える
様々な問題に関し、女性就労支援機会の創出、男女共同参画セミナ
ーの開催、相談や啓発活動を行っている。

居場所への参加者昨年度より大幅に増加となった。引き続き電話
等で相談者への声がけを継続して行うとともに、協力いたただいて
いるNPO法人のネットワークも活用し、コロナ禍以後物価高騰等の
影響を受け、生活に悩んでいる女性のサポートを行っていく。
高崎市及び高崎市社会福祉協議会のホームページや広報、SNS
を通じ、事業の周知に努める。

「居場所」集会の開催：目標20回 、結果：12回（見込）、
達成度：60％

評価：概ね達成された。

「不安を抱える女性への寄り添い相談支援事業」
（ぐんま・ほほえみネットワーク会議）

・経済的困窮状況：各福祉事務所と情報共有。
・学生や生徒の置かれている状況：教育委員会や私立学校と情報共有
・ DV被害や家庭状況：県女性相談センターや県男女共同参画センター
と情報共有。

・解雇や雇い止めと再就職支援：ハローワークやジョブカフェマザーズと
連携強化。

居場所の提供事業が昨年度の２７名から８８名を大幅増となった。
コロナウィルスの感染減少と、本事業が浸透されたことによるものと
思われる。

また、民間団体と連携することにより、行政独自では困難であった
同行支援が可能となり、アウトソーシングの効果があった。

今後も当該事業の対象となる女性が自分らしく前向きに生きていけ
るようになることが期待される。

新型コロナウィルスの影響により、非正規労働等で経済的苦境に追
い込まれている女性に対しての電話相談、周知・啓発活動、「居場所
」集会の開催、女性用品の提供を行った。本市を活動範囲として福
祉事業活動を行っている、高崎社会福祉協議会に業務委託を行った
ことで、民間団体の知見や能力を活用し、関係機関への同行支援な
ど行政では難しい対応が可能となった。

たかさき女性元気サポート事業【高崎市】
事業番

号 １
総事業費 ７，０００ 千円

交付金額 ３，５００ 千円



事業の概要１

本事業はつながりサポート相談のほか、生理
用品の配布、居場所の開設事業を行った。

女性のためのつながり相談事業は、累計２４
３件、電話での相談が最も多く１９７件、主
訴は家庭問題、生活問題が全体の８割を超え
た。



事業の概要２

生理用品の配布は、社会福祉協議会本所及び
各支所で配布を行い、上記写真のセットにチ
ラシを付けたものを合計３８３件配布した。

居場所の開設事業については、市内２カ所で
延べ１２回開設され、合計８８名の利用があ
った。


